
登壇 

 

岩瀬：株式会社テイクアンドギヴ・ニーズの岩瀬でございます。2025年 3月期第 1四半期の決算

についてご説明いたします。 

 

 

最初に、決算のポイントをエグゼクティブサマリーとしてまとめております。 

1点目、ホテル事業が好調であり、前年比で増収となりました。計画どおりではございますが、ウ

ェディング事業の取扱件数の減少により、営業利益、経常利益は減益となりました。 

2点目、婚礼受注強化のため、計画超過した利益を用いて第 2四半期以降、広告投資を強化いたし

ます。 

3点目、下期以降の増益見込みは、当初の業績予想のとおり変更ございません。ホテル事業や婚礼

単価の伸長により増益を目指してまいります。 
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それでは、第 1四半期の詳細をご報告いたします。ご覧のとおり、第 1四半期は前年比で増収減

益となりました。昨年 9月にオープンした TRUNK(HOTEL)2号店の YOYOGI PARKの稼働も含

め、ホテル事業の ADRや稼働率が好調で増収となったものの、当初の業績予想どおり、ウェディ

ング事業の取扱件数の減少はこの第 1四半期が前年比で最も大きく減益となりました。 

四半期純利益は、固定資産の譲渡による譲渡益が 4億 6,900万円発生し、特別利益の計上に伴

い、前年比 1億円の増益となりました。第 2四半期累計および通期の業績予想に変更はございま

せん。 
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営業利益の前年比詳細をグラフにまとめました。第 1四半期は、婚礼の取扱件数減少の影響が 5

億 8,600万円と大きく、2億円ほど婚礼単価の向上で補完をいたしましたが、減益となっていま

す。 

ホテル事業などは好調で、4億 6,500万円の増益となりましたが、グループ全体の販管費も増加を

し、減益となっています。 

ただし、第 1四半期の利益は当初計画を超過しており、超過した利益を第 2四半期以降、広告投

資に回し、今後の増益をしっかりと 現していきたいと考えております。 

広告投資を強化する理由に関しましては、後ほどご説明をいたします。 

第 2四半期も婚礼事業のマイナスは続きますが、ホテル事業は大きく伸びる予定です。広告投資

の強化に伴い、一時的な減益になりますが、その投資により下期以降、ウェディング事業、ホテ

ル事業ともに伸長し、最終的な増益を計画しております。 
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ここからはホテル事業に関してご説明いたします。 

各種 KPIはご覧のとおり極めて好調です。非常に い稼働率を維持しながら、1号店である

TRUNK(HOTEL)CAT STREETの ADRは、前年比 1万円を超える増加となりました。 

TRUNK(HOTEL)が い稼働率、ADRを 現している一つの要因として、海外の方々の認知度が 

く、宿泊客の外国人比率が いというものがあります。その理由は、一般的な広告や宿泊予約サ

イトでの PRではなく、世界的なアワードを受賞し、そのニュースが各地のメディアに掲載され、

情報の拡散に成功しているためです。 
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今期も数々の賞をいただいております。アメリカの大手旅行雑誌、コンデナスト・トラベラーが

選ぶ Best New Hotels in the Worldに TRUNK(HOTEL)YOYOGI PARKが選出されました。 

 

 

トラベル・アンド・レジャーが選ぶ The Best New Hotels in the Worldにも選出されました。 
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国内初となるミシュランキーのホテルセレクションにも選んでいただくことができました。 

 

 

このような TRUNK(HOTEL)の提供価値、目指す姿に共感いただき、また今後の出店においても、

今まで以上にブランド価値および魅力を向上させるため、鮨さいとう様との業務提携が 現いた

しました。 
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今後の出店予定に変更はありません。引き続き出店開発を推し進めてまいります。 
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ここからはウェディング事業についてです。 

まずは受注の状況です。第 1四半期の受注は前年比で 100%を下回り、大変苦戦をいたしました。

婚姻件数の減少に伴い、マーケットの問い合わせ数も減少しているため、広告の効果、手法の検

証を行っておりましたが、ご覧のとおり、前年比の広告出稿量が受注に比例的に影響しているこ

とから、第 2四半期以降一定の広告投資が受注にプラスの影響を及ぼすと判断し、再度増加の方

向性でかじを切っております。 

問い合わせから契約までの契約率は い水準を維持しており、問い合わせ数減少の影響を一部補

完できております。 
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受注残の状況はご覧のとおりです。今後、広告出稿を強化し、現在の い契約率を維持すること

で受注残を向上させていくことができると考えています。 

 

 

広告投資に加え、問い合わせ数が増加するリニューアルも計画的に行っております。 
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取扱件数は減少しておりますが、一方で婚礼単価はコロナ禍前の水準を超え、堅調に伸びており

ます。これは付加価値の い商品づくりや、各部門の販 促進が成功している結果となっていま

す。 

 

自社施設ではなく、他社様の施設の婚礼運営受託は取扱件数が伸びております。6月末時点の受注

残組数は前年比 115.7%となっています。 

                            

                        

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     
     

     
     

     
     

     

     

     

                                          

           
                 

             
          

                  

  

       

            

                            

                                 

         

    

                                

            

                  

      

           
        

           

  

      



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

 

引き続き、海外のお客様からの問い合わせも増えております。今期既に受注している件数は前年

の約 2倍であり、オートクチュールデザインチームが手がける海外富裕層のお客様の結婚式は平

均単価が 1,000万円を超過する規模になっています。 
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また、婚礼事業において、新たな事業展開に挑戦しております。婚礼のマーケットは寡占化が進

んでおらず、約 8割が非上場の小さな事業者様の集合体です。各事業者様とのお話を通じて、教

育人材の不足やシステム開発投資の難しさなど、同じような課題を抱えていらっしゃると推察し

ております。 

T&Gとしては、自社の成長ももちろんのこと、そういった事業者様を支援することで婚礼のマー

ケット全体を守っていきたいという思いもあり、自社のリソース提供を通じて双方に利益がある

事業展開に挑戦しております。 

 

 

ここからは連結の計算書類についてご説明いたします。 

 上 112億 2,800万円、前年比 1億 4,000万円の増収。 上総利益 74億 8,100万円、前年比 1

億 1,500万円の増益となりましたが、販 管理費が前年比 4億 6,500万円増加し、68億 8,200万

円となったため、営業利益 5億 9,800万円、経常利益 4億 7,800万円と、営業利益、経常利益と

もに前年比約 3億 5,000万円の減益となりました。 

固定資産の譲渡に伴う特別利益を計上したため、 会社株 に  する四半期純利益は 6億 500

万円となり、前年比 1億円の増益となりました。 
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続いて、国内ウェディング事業の詳細です。当セグメントの 上 は、前年同期比 5,100万円増

の 108億 7,200万円、取扱件数は、前年同期比 255件減少し、2,276件、単価は平均人数が 1.5名

増加したことに加え、販 促進も順調なため、前年同期比約 14万円増の 396万 4,000円となりま

した。 

 上総利益は前年同期比 6,500万円増の 73億円、営業利益は前年同期比 3億 7,500万円減の 10

億 4,500万円となっております。 
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連結の貸借対照表、資産の部はご覧のとおりです。不動産の 却や優先株式の取得、償却などの

変動要素により、総資産が約 30億円減少いたしました。 

 

 

負債・純資産の部は以下のとおりです。有利子負債は引き続き計画的に返済できております。 
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固定資産譲渡の詳細に関しては、ご覧のとおりです。他社様に賃貸しておりました大分県の不動

産を収益性などの見直しにより 却をし、譲渡益が発生いたしました。 

また、第一種優先株式につきましては、以前から開示しているとおりでございます。 

このように、継続的に財務状況の見直しを 施し、資本効率の改善、財務体質の良化、収益性の

向上を目指してまいります。 
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2025年 3月期の配当予想に関しては変更ございません。 

 

 

ここからは、最近のトピックスをいくつかご紹介させていただきます。 

株式会社セブン銀行様と協業し、ご祝儀を ATM送金できるサービスをスタートいたしました。 
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今年もキッズプロジェクトを開催し、全国 48カ所の結婚式場で、子どもたちに仕事体験や食育体

験の場を提供しております。 

 

 

サービス業は土日が出勤であることが通例ですが、従業員満足度向上などを目的とし、週末を含

む 5日間の連続した休暇が取れるよう、一斉休館日を設定いたしました。 
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ウェディングのリブランディングを 施いたしました。カラーやメッセージを一新し、結婚式を

検討するよりも前の段階から T&Dに触れていただけるよう、PR手法も工夫してまいります。 
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質疑応答 

 

岩瀬 [M]：最後に、決算発表後、投資家の方々からいただいた代表的な質問に回答いたします。 

質問者 [Q]：一つ目のご質問です。第 1四半期の業績予想を超過したのはどのような内訳か。 

岩瀬 [A]：まずは婚礼単価が 1万 5,000円ほど当初計画よりもプラスでした。取扱件数は事業の特

性上、ほぼ差はございませんが、粗利率も 0.1%ほど当初計画よりもプラスで着地をいたしまし

た。 

また、TRUNK(HOTEL)の ADRはどちらも 3,000円から 4,000円ほど計画を超過。特に YOYOGI 

PARKの稼働率は 10%ほど計画よりもプラスとなり、グループ各社も計画を上回っております。 

結果として、第 1四半期は営業利益で 1.2億円ほど当初計画を超過いたしました。 

今後の見通しも当初の計画よりもプラスの見通しになっている要素はございますが、一方でお話

をさせていただきましたとおり、婚礼受注強化のための広告投資など、進捗を管理しながら適宜

 施し、最終的に今期目標数値を達成していきたいと考えております。 

質問者 [Q]：二つ目のご質問です。なぜ第 1四半期は広告投資を増加させなかったのか。 

岩瀬 [A]：第 1四半期の広告投資に関しては、経営としては非常に課題が残ったと感じておりま

す。以前から開示しておりますとおり、前年度は下期に非常に多くの広告費を投下いたしまし

た。その過程で婚姻件数減少によるマーケットの冷え込みが非常に強く、広告費の効果の限界が

あることを 感しておりました。 

無尽蔵に量的投資のみを継続するのではなく、できるだけ早く最適な広告料、チャネルミックス

を判断しなければと考えておりました。この第 1四半期、いったんかじを切り、結果として、前

年比で広告費が減少しましたが、最適な広告料、投下ポイントの道筋が見えてまいりましたの

で、既に足元、第 2四半期から挽回施策を開始しております。 

以上でございます。事業運営にはさまざまな波がありますが、常に企業として成長を考えて邁進

してまいります。 

最後までご視聴いただき、ありがとうございました。 

［了］ 

免責事項 
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本資料で提供されるコンテンツの信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性等について、

SCRIPTS Asia 株式会社 以下、「当社」という は一切の瑕疵担保責任及び保証責任を負いませ

ん。 

 

本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との個別の書面契約なしでは、いか

なる投資商品 価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動し

ている投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等 の情報配信・取引・

販 促進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 

 

本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券 買の勧誘を目

的としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて利用者の責任で行っ

ていただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者が責任を負うものとします。 

 

本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用

不能、変更及び当社による利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して利用者が被

った損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負わない

ものとします。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害のみな

らず、逸失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生的

若しくは付随的損害の全てを意味します。 

 

本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に  し

ます。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の

全部又は一部について、複製、送信、表示、 施、配布 有料・無料を問いません 、ライセン

スの付与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 


